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　具体的には，17世紀末後半から18世紀の時期に，「貨幣」に関する経済学の諸学説が
どのように形成されたかを論じておられます。現在でも，情報技術を活用した「仮想通
貨」が出現しており，これをどのように理解するべきかについて定見はありません。こ
の事実が示す通り，貨幣とは，非常に不可思議な存在といえます。経済活動の根幹をな
しながら多義的で不確定な存在である貨幣について，経済学の原点に立ちかえって社会
思想史的あるいは哲学的な思索を重ねた結晶が，先生のご著書だと思います。
　門外漢の私が敢えて先生のご著書の内容にまで言及したのは，先生の研究者としての
集大成が同書だからです。大森先生は，薫陶を受けた先生から言われた「研究者の真価
は２冊目の著書によって決まる」という言葉を真摯に受け止め，実践されたのだと思い
ます。私もこの言葉を，一研究者として胸に刻みたいと思います。
　ここで個人的な話になりますが，大森先生との出会いは，今から30年以上前，私が学
部４年生の時でした。英語経済学（現「専門英語講読」）とドイツ語経済学（現「専門
ドイツ語講読」）で，先生のクラスを履修しましたが，後者は履修者数の少ない（確か
６名位）授業でした。この科目履修がご縁となり，大学院進学後も，専門は異なります
が，研究の仕方や進路のことなどで，色々とご指導頂きました。そのようにご指導頂い
てきた大森先生がご退職されるのは，寂しいかぎりです。
　早稲田大学の規程に沿って，大森先生は，この３月をもって早稲田大学商学部の教壇
を去られますが，研究者としての人生に定年はありません。先生のこれまでの早稲田大
学とくに商学部に対するご貢献に深甚なる感謝の意を表するとともに，今後ともご健康
に恵まれ，研究，読書，音楽鑑賞などを楽しまれることを祈念して，私の送別の辞とさ
せて頂きます。
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